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出所：水産庁「養殖業の成長産業化推進」、農林水産省「漁業・養殖業生産統計」、「漁業センサス」

海面養殖の現状の課題について
日本の養殖業の中でも愛媛県は養殖の中心地であり、豊かな海洋環境と先進的な技術開
発により、特にマダイやブリは生産量だけでなく、品質においても全国的に高い評価を
得ている。しかし、近年、個人経営生産者の数が減少しており、養殖現場では重労働や
不安定な収入といった課題が顕在化してる。

課題解決が
急務

ぶり類・まだい養殖業の生産量と経営体

経営体数
減少上位
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デジタル技術を活用した養殖の高付加価値化

デジタル活用で、地域産業を持続可能な仕組みに。

ノウハウ継承の
困難さ

後継者候補の確保・
育成の必要性

時間拘束・肉体負荷
の大きい労働環境

養殖生産者
の高齢化

生産者間の収益格差

収益の不安定さ

養殖業者の悩み 解決すべき課題 解決策 高負荷価値化

・AI給餌機
・ドローン給餌
・環境センサ
・水中カメラ
・超音波

生簀の
見える化

導入

生簀内の可視化で資産価値を証明

リスクの低減

尾数
把握

成長
予測

病気
予測

リアルタイム把握で
管理を容易に生産性向上

魚の個体数と重量を正確に把握することで、
生簀単位で資産価値を証明でき、金融商品
の開発や保険適用が可能に。

企業が安心して生産者に
委託養殖できるように
(委託養殖で生産者の収入安定化)

保険を適用することで、自然災害や疾病リ
スクを軽減し、生産者の経営安定につなが
る。リスクを管理しやすくなることで、企
業は生産者に委託しやすくなり、委託養殖
が促進される。

プライベートブランド魚の創出
委託養殖を活用することで、
企業ごとにオリジナルのエサ
や育て方を取り入れたプライ
ベートブランド魚の開発が可
能になり、さらなる高付加価
値化につながる。

毎日
朝早から
重労働

魚単価が
不安定

病気、
赤潮
のリスク

餌代の
高騰

現場から
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